
抗
籍
と
『
詩
経
』

i

l四
一
一
一
一
口
「
詠
懐
詩
」
を
例
と
し
て

i

i

貌
の
玩
籍
〈
一
二

O
i二
六
一
一
一
〉
、
字
は
嗣
宗
、
が
、
そ
の
詩
文
に

経
h

を
政
ハ
故
と
し
て
用
い
る
例
は
甚
だ
多
い
。
そ
し
て
、
そ
の
典
故

表
現
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
探
索
す
る
場
合
、
今
時
私
た
ち
の
見
る

こ
と
の
で
き
る
吋
詩
経
b

の
テ
キ
ス
ト
「
毛
詩
」
に
よ
っ
て
で
は
、

必
ず
し
も
適
切
な
解
釈
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
氏

籍
の
学
ん
だ
コ
一
付
経
』
が
、
古
文
家
に
属
す
る
毛
詩
で
は
な
く
、
今

文
家
の
「
斉
詩
」
「
魯
詩
」
及
び
「
韓
詩
」
の
い
わ
ゆ
る
三
家
詩
の

い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
関
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
「
名
詩
」
に
は
各
篇
の
詩
の
作
者
、
時
代
、
動
機
な
ど
を
説
明
し

た
い
わ
ゆ
る
「
小
序
」
が
あ
る
が
、
そ
の
説
明
は
三
家
詩
の
遺
説
と

伎
々
に
し
て
差
異
が
あ
り
、
ま
た
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
字
句
の
解
釈

に
も
援
兵
が
生
ず
る
か
ら
、
玩
籍
の
学
ん
だ
コ
一
付
経
』
が
三
家
詩
の

中
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
彼
の
詩
文
に
用
い
ら
れ
る

の
詩
の
篇
意
や
字
句
の
意
味
は
、
「
毛
詩
」
の
そ
れ
に
よ

沼

勝

口

っ
て
で
は
解
釈
上
倒
離
を
招
く
こ
と
が
当
然
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

ヱ
問
書
』
の
「
経
籍
志
」
に
よ
れ
ば
、
「
斉
詩
」
は
貌
の
時
代
す

で
に
亡
び
、
「
魯
詩
」
は
西
晋
に
亡
び
、
そ
し
て
「
韓
詩
」
の
み
独
り

存
し
た
が
、
こ
れ
を
伝
え
る
者
は
無
か
っ
た
、
と
い
う
。
こ
の
こ
と

ば
を
も
っ
て
推
滅
す
る
に
、
既
籍
の
時
代
、
「
斉
詩
」
は
亡
ん
で
伝
わ

ら
な
か
っ
た
疑
い
が
あ
る
が
、
「
悼
碑
詩
」
は
も
と
よ
り
、
「
魯
詩
」
も

ま
た
遺
存
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
が
「
毛
詩
」
以
外
の
『
詩
経
』

の
テ
ク
九
ト
を
学
ん
だ
可
能
性
は
、
時
代
的
に
見
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考

え
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
唐
の
李
善
(
六
一
一
一

0
1六
八
九
?
〉
が
、
『
文

選
』
に
収
め
る
玩
籍
の
五
一
一
一
口
の
「
一
一
部
懐
詩
」
十
七
首
の
注
釈
に
お
い

て
、
「
韓
詩
内
伝
」
「
韓
詩
」
「
辞
君
韓
詩
章
句
」
の
各
蓄
を
一
箆
条

ず
つ
引
用
す
る
こ
と
は
、
玩
籍
と
「
毛
詩
」
以
外
の
『
詩
経
』
と
の

関
連
に
、
こ
の
著
名
な
学
者
が
気
づ
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
周
知
の
ご
と
く
三
家
詩
の
遺
説
・
異
文
の
研
究
は
、
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清
朝
に
お
い
て
目
覚
ま
し
い
進
展
を
遂
げ
た
。
そ
れ
ら
の
遺
説
・
異

文
を
路
大
な
文
獄
中
か
ら
捜
集
し
、
一
一
一
家
詩
の
各
派
ご
と
に
分
類
す

る
仕
事
は
、
際
~
労
組
合
七
七
一
!
一
八
一
一
一
四

γ
喬
椴
(
一
八
O
九
i
一

八
六
九
〉
の
父
子
二
代
に
わ
た
る
努
力
に
よ
り
集
成
さ
れ
、
『
斉
魯
韓

一
一
一
家
詩
遊
説
考
』
と
し
て
結
実
し
た
。
王
先
謙
三
八
回
二

i
一九一

七
〉
の
コ
枝
一
一
家
議
集
疏
b

は
、
こ
の
陳
氏
父
子
の
研
究
の
成
果
を

詩
篇
ご
と
に
一
箇
所
に
ま
と
め
て
読
者
の
使
笠
を
は
か
り
、
か
つ
王

ハ誌
1
)

氏
自
身
の
考
察
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
き
に
私
は
、
既
籍
の
「
東
平
賦
」
中
に
引
用
す
る
『
詩
経
』
を

と
り
あ
げ
て
、
こ
れ
が
「
魯
詩
」
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
考

(誌
2
)

え
を
述
べ
た
。
院
籍
の
父
の
璃
ハ
ワ
!
一
一
一
二
)
は
後
撲
の
大
儒
察
髭

(二一一一…

i
一
九
二
〉
に
学
ん
だ
人
で
あ
り
、
茶
醤
そ
の
人
は
、
菜
平

四
年
ハ
一
七
五
ν
楊
mm
・
馬
日
碍
ら
と
諸
経
の
本
文
を
校
定
し
、
こ
れ

を
石
に
刻
ん
で
溶
間
協
の
太
学
の
門
外
に
建
て
た
い
わ
ゆ
る
「
蒸
平
石

経
い
建
立
の
中
心
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
こ
の
お
経
に
刻
さ
れ
た

コ
一
付
絞
い
は
、
正
文
を
「
魯
詩
」
に
と
り
、
「
斉
詩
」
と
「
韓
詩
」
の

典
文
を
校
記
に
収
め
て
い
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
茶
道
は
「
魯
詩
」

を
学
ぶ
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
茶
話
か
ら
庇
璃
に
伝
え
ら
れ
た

の
は
「
魯
詩
レ
で
あ
り
、
弱
は
籍
の
幼
時
に
遁
世
し
た
と
は
い
え
、

家

学

と

し

て

の

を

籍

が

ん

だ

と

す

る

蓋

然

性

は

高

い

と

忠
わ
れ
る
。

こ
の
小
稿
に
お
い
て
私
の
企
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
氏
籍
の
西
宮
の

「
一
一
諒
懐
詩
」
中
の
一
寸
一
ニ
の
詩
を
対
象
と
し
、
こ
れ
ら
の
詩
篇
中
に

引
く
『
詩
経
』
に
つ
き
、
そ
れ
ら
が
「
魯
詩
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る

か
否
か
、
ま
た
、
玩
籍
が
『
詩
経
』
を
血
〈
故
と
し
て
用
い
る
と
き
い

か
な
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
か
を
、
紙
一
戦
の
許
す
範
囲
で
究
明
し
て
み

よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る

i
i
た
だ
し
、
立
対
経
』
の
各
家
の
問
問
に

存
す
る
文
字
の
差
異
及
び
玩
籍
の
詩
と
町
一
詩
経
』
の
作
品
と
に
見
ら

れ
る
文
字
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
特
に
言
及
し
な
い
1
1
1
0

と
こ
ろ
で
、
清
の
銭
曾
ハ
一
六
ニ
九
!
一
七
O
一
〉
の
円
読
書
敏
求
記
』

巻
間
及
び
鴻
釘
の
『
詩
紀
医
緩
』
に
よ
れ
ば
、
江
陰
の
朱
子
偽
情
家
蔵

の
田
本
に
は
、
四
一
一
一
一
向
の
「
詠
懐
詩
」
十
一
一
一
首
(
潟
倍
は
十
四
首
と
す

ハ託
3
)

る
)
が
収
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
、
京
ヰ

一
一
一
国
詩
』
の
編
者
了
一
指
保
(
一
八
七
回
i

一
九
五
二
〉
の
一
一
一
一
間
に
あ
る
ご
と

(
数
料

4
)

く
、
朱
子
像
の
本
の
所
在
は
不
明
の
ま
ま
で
、
四
一
一
一
一
向
「
詠
懐
詩
」
は

明
の
務
散
訴
の
円
古
詩
紀
』
巻
一
一
十
九
に
収
め
る
「
天
地
」
「
月
明
レ

「
清
風
」
の
一
一
一
首
の
み
が
存
す
る
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
最

近
ハ
一
九
八
四
年
一
一
一
月
三
北
京
の
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
再
版
さ
れ
た

黄
節
三
八
七
三
gela

一
九
一
一
一
五
)
の
円
玩
歩
兵
詠
懐
詩
註
』
ハ
一
九
五
七
年

四
月
初
版
〉
に
つ
袖
第
い
と
し
て
、

3
5
N紀
』
所
収
の
…
一
一
首
を
含
む

十
一
一
一
首
の
四
一
百
三
詠
懐
詩
い
が
、
黄
節
の
設
を
伴
っ
て
公
表
さ
れ
た
。

該
警
の
「
出
版
説
明
」
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
詩
及
び
註
は
、
河
北
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大
学
の
斡
文
佑
氏
の
提
供
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
ま
た

辺
倒
篇
」
冒
頭
に
は
ぺ
十
九
年
二
月
」
の
日
付
を
も
っ
寅
節
の
識
認
が
付

さ
れ
て
あ
る
。
そ
の
文
に
よ
れ
ば
、
そ
の
旧
裁
の
滞
瑠
本
は
、
m
m
の

嘉
靖
聞
の
刻
本
を
娯
禎
間
に
翻
刻
し
た
本
で
、
嘉
靖
笑
卯
ハ
一
五
間
一
一
…
〉

の
際
徳
文
の
序
と
山
ん
か
禎
了
丑
〈
二
ハ
…
一
一
七
〉
の
潜
，
聴
の
序
と
を
も
ち
、

上
下
二
巻
の
木
で
、
間
一
一
一
一
間
「
詠
懐
詩
」
十
一
一
一
首
を
録
す
る
と
い
う
。

ま
た
、
そ
の
文
に
は
、
こ
の
潜
略
本
が
吋
読
書
敏
求
記
h

に
い
う
朱

子
俗
本
と
大
兵
な
き
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
朱
子
像
本

以
前
の
本
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
四
一
一
一
向

「
…
祢
懐
詩
い
十
三
首
が
、
し
か
も
賀
節
の
註
と
と
も
に
再
現
し
て
く

れ
た
こ
と
は
、
今
後
の
氏
籍
研
究
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
も
の

と
し
て
歓
迎
し
た
い
。

た
だ
し
、
こ
の
小
稿
を
書
く
に
当
た
っ
て
私
が
参
考
に
し
た
の

は
、
資
節
註
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
大
上
正
美
氏
の
「
銃
籍
一
詠
懐
四

ハ誌
5
)

十
一
一
一
口
詩
…
一
…
首
私
袋
い
で
あ
っ
た
。
氏
の
詳
悉
的
確
な
袋
評
に
学
ぶ
と
こ

ろ
が
多
か
っ
た
。
初
め
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

一一

の

に

つ

い

て

下

だ

し

た

批

評

「

嗣

宗

身

仕
鋭
朝
、
常
恐
躍
務
遇
制
、
関
数
議
一
一
誌
、
故
毎
有
愛
生
之
瑳
、
雄
志

在
刺
談
、
市
文
多
隠
避
、
百
代
之
下
、
難
以
情
測
。
」
と
い
う
の
は
、

そ

の

ま

に

も

適

合

す

る

こ

と

ば

で

あ

ろ

う

。

。〉

の
十
一
一
…
首
は
、
そ
の
ど
の
篤
を
と
り
あ
げ
て
も
、

の
部
り
難
い
作
品
ば
か
り
で
あ
る
。
最
近
刊
行
さ
れ
た
『
玩
籍
集
b

(
…
九
七
八
年
四
月
、
上
海
上
市
籍
出
版
社
)
は
、
門
官
以
文
類
緊
』
巻
二
十

六
に
引
く
二
誌
の
四
一
一
一
一
口
「
一
詠
懐
詩
」
の
断
片
ハ
「
月
間
切
」
八
句
と
「
天

地
い
十
二
匂
)
を
載
ぜ
る
が
、
そ
の
「
校
勘
記
」
に
、
こ
れ
と
町
古
詩

紀
』
一
昨
収
の
完
篤
と
思
わ
れ
る
一
一
一
首
と
を
比
較
し
、
「
(
立
)
議
文
類

臨
床
所
引
開
昔
、
主
題
明
確
、
詩
意
先
整
。
詩
紀
所
載
一
一
…
誌
、
刻
主
題

不
明
確
、
内
容
蕪
雑
、
似
是
路
原
有
樹
首
訴
成
一
一
一
首
、
叉
京
入
若
干

詩
句
市
成
。
」
と
論
評
し
て
い
る
。
庇
詩
の
難
解
性
を
証
す
る
一
一
例
た

り
う
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
氏
詩
の
か
く
の
ご
と
き
性
格
は
、
一
つ
に
は
『
詩
経
』

の
「
輿
」
の
修
辞
法
を
用
い
る
典
故
表
現
の
難
解
性
に
よ
り
付
与
さ

れ
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
難

解
性
は
、
作
者
が
そ
の
真
意
を
諮
晦
さ
せ
る
意
図
を
も
っ
て
、
意
識

的
に
作
り
あ
げ
た
修
辞
的
技
法
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
さ
え
い
い
う

る
よ
う
に
、
私
は
思
う
。
以
下
、
そ
れ
ら
の
点
に
つ
き
、
其
一
の
「
天

地
」
の
詩
を
対
象
と
し
分
析
考
察
を
加
え
た
い

天
地
一
酔
齢
(
錦
織
莱
)
十
大
地
一
は
細
線
と
し
て

一

完

結

代

序

一

五

精

は

代

序

すか
が
や

清

陽

擢

一

震

清

陽

は

霊

を

耀

か

し

和
問
附
ー
容
輿
(
側
一
腕
前
究
)
和
風
容
輿
た
り
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明

日

映

天

明

る

き

日

天

に

映

じboほ

甘

露

被

字

甘

一

路

字

を

被

ふ

姦

欝

高

松

姦

欝

た

る

高

き

松

狗

那

長

楚

狗

那

た

る

長

楚

草

晶

表

鳴

草

識

は

友

鳴

す

る

に

線

腕

振

羽

線

路

は

羽

を

按

ひ

と

ぶ

よ

感

時

興

忠

時

に

感

じ

て

思

ひ

を

輿

し

あ

の

た

た

ず

企

首

延

作

首

を

企

げ

て

延

び

行

む

あ
あ
さ
か
ん

於

赫

清

朝

於

赫

な

る

か

な

わ

が

帝

朝

伊

衡

作

輔

伊

衡

の

ご

と

き

ひ

と

輔

を

作

す

*
4
h
p
}

ルい

才

非

允

す

〈

わ

が

才

允

に

文

あ

る

に

非

ず

を
さ

器

非

終

武

わ

が

器

武

を

経

む

る

に

非

ず

ゆ

泊

彼

抗

湘

彼

の

況

と

湘

と

に

逃

き

託
か
漁
父
(
附
一
畑
山
米
)
こ
か

dorm父
に
託
さ
以

後

哉

悦

哉

優

な

る

哉

併

な

る

哉

」

乙

を

袋

Mr佼
蕗

袋

に

肘

り

震

に

処

ら

ん

右
の
一
一
刊
に
つ
い
て
、
大
ト
一
氏
は
そ
の
「
私
築
」
に
次
の
ご
と
く
解

釈
さ
れ
る
。

「
其
一
の
詩
は
、
表
一
山
上
は
貌
初
を
輔
佐
す
る
一
時
馬
氏
を
讃
突
し

な
が
ら
も
、
院
籍
白
身
は
無
用
の
存
在
と
し
て
、
権
力
者
と
時
代
と

か
ら
距
離
を
保
と
う
と
す
る
。
ス
ト
レ
ー
ト
な
可
潟
氏
批
判
が
現
実

的
に
は
全
く
無
力
で
し
か
あ
り
え
ぬ
情
況
を
生
か
さ
れ
て
い
る
以

上
、
問
料
原
の
悲
債
を
超
え
、
士
山
を
漁
父
に
託
し
て
欣
然
と
岳
適
の
境

地
を
楽
し
む
と
い
う
こ
と
の
な
か
に
、
か
ろ
う
じ
て
反
時
代
的
立
場

を
表
白
す
る
道
を
見
出
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
し
か
も
表
現
に
於

い
て
も
諮
梅
を
し
て
。
其
一
の
詩
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
に
、
既
籍
と

権
勢
と
の
毘
折
し
た
関
係
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
に

大
上
氏
の
右
の
文
章
を
、
私
は
、
伝
籍
が
司
馬
氏
の
権
勢
に
対
し

諮
梅
の
姿
勢
と
表
現
と
に
お
い
て
批
判
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
、
す
ぐ
れ
た
見
解
だ
と
考
え
る
。
私
の
解
釈
も
ま
た
、
大
上
氏
の

そ
れ
と
ほ
ぼ
向
じ
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
敢
て
引
用
さ
せ
て
い
た
だ

F
-
0
 

1
u
v
中
hv
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さ
て
、
こ
こ
で
私
が
問
題
と
し
て
と
り
上
げ
る
の
は
、
詩
の
前
半

部
、
こ
と
に
第
七
i

第
十
句
に
見
ら
れ
る
『
詩
経
』
を
用
い
た
典
故

表
現
で
あ
る
。

ま
ず
、
開
演
か
ら
第
六
旬
ま
で
の
内
容
を
概
観
す
る
な
ら
ば
、
こ

こ
は
、
天
地
の
陰
陽
の
気
の
盛
ん
な
作
用
に
よ
り
、
万
物
が
化
生
し
、

調
和
と
変
潟
な
恵
み
に
満
ち
る
め
で
た
き
世
界
を
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
世
界
は
、
あ
る
い
は
滞
沌
の
大
始
の
時
世
を
象
徴
す
る
と
も
考

え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
和
風
」
の
認
が
、
向
じ
作
者
の
「
大
人

先
生
伝
」
に
、
大
人
先
生
が
「
其
の
万
天
に
登
り
て
遇
税
し
、
太
始
の

和
風
に
浴
し
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
六
勾
は
、



お
そ
ら
く
作
者
の
宕
き
日
に
遭
っ
た
貌
朝
の
盛
時
を
回
顧
し
、
こ
れ

を
太
始
の
時
世
に
喰
え
て
述
べ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
か
く

め
で
た
き
時
世
に
相
応
し
い
す
ぐ
れ
た
人
の
存
在
を
、
立
付
経
b

の

「
興
」
の
技
法
に
よ
り
詠
う
の
が
、
第
七
・
八
句
で
あ
る
。

第
七
勾
「
姦
欝
高
松
い
の
コ
ぬ
松
い
と
い
う
訟
は
、
五
一
一
一
間
「
詠
懐

詩
ん
其
一
一
十
九
に
「
津
市
小
生
喬
松
、
寓
世
未
可
期
ん
と
一
詠
う
、
そ
の

「
一
溺
松
い
と
向
じ
意
味
の
認
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
詩
に
お
け
る

「
喬
松
」
の
訴
は
、
作
者
に
と
っ
て
関
係
し
つ
つ
念
う
故
時
の
人
、

沢
中
に
倫
え
ら
れ
る
思
し
き
時
世
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

あ
る
す
ぐ
れ
た
人
を
絡
験
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
喬

松
い
を
す
ぐ
れ
た
人
の
象
徴
と
し
て
詠
う
内
詩
経
の
b

例
は
、
鄭
風

の
「
山
有
扶
蘇
」
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
第
二
章
に
「
山
有
橋
松
、

間
関
有
滋
龍
、
不
見
子
充
、
乃
見
校
一
応
患
い
と
い
う
。
そ
の
「
橋
」
の
字

に
つ
い
て
内
経
典
釈
文
b

は
、
「
喬
い
に
作
る
テ
ク
ス
ト
が
あ
り
、

ま
た
、
貌
の
王
粛
が
「
高
也
い
と
訓
ず
る
こ
と
を
詮
意
す
る
。
残
念

な
こ
と
に
、
「
山
有
扶
蘇
L

の
詩
に
つ
い
て
の
一
一
一
家
詩
説
は
遺
存
し
な

い
が
、
毛
序
は
昭
公
娘
忽
の
人
を
見
る
限
の
な
い
こ
と
を
刺
議
す
る

歌
と
し
、
鄭
築
一
は
「
山
脊
橋
松
、
際
有
諜
龍
」
の
句
に
つ
い
て
、
「
滋

龍
猶
放
縦
也
、
橋
松
十
松
山
上
、
職
忽
無
恩
津
於
大
臣
也
、
'
紅
草
放
縦

枝
葉
於
際
中
、
仏
側
忽
聴
怒
小
原
、
此
又
一
一
一
一
口
其
養
臣
殿
俄
失
其
所
也
。
」

と
説
く
。
今
、
煩
墳
を
避
け
る
た
め
に
、
縮
か
な
論
証
の
過
程
は
述

べ
な
い
が
、
王
先
謙
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
の
第
一
章
は
斉
・
魯
・
毛

各
家
の
文
義
は
並
び
に
問
じ
い
と
い
い
、
ま
た
、
第
二
葉
の
「
絞
叢
」

を
毛
伝
が
昭
公
に
当
て
る
の
は
斉
詩
説
を
承
け
る
も
の
と
い
う
。
こ

の
詩
に
関
し
て
い
え
ば
、
毛
序
・
毛
伝
・
鄭
築
の
解
釈
と
斉
・
魯
二

家
詩
の
そ
れ
と
は
、
さ
し
た
る
淫
庭
が
無
か
っ
た
と
し
て
も
よ
い
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
「
山
有
扶
蘇
」
の
「
橋
(
喬
〉
松
」

は
す
ぐ
れ
た
人
を
象
徴
す
る
諮
で
あ
り
、
玩
籍
は
こ
れ
を
「
洋
中
生

喬
松
」
「
姦
欝
高
松
い
の
二
勾
に
用
い
た
と
す
る
こ
と
が
い
え
よ
う
。

第
七
勾
は
、
一
見
『
詩
経
』
を
引
か
ぬ
か
に
扮
し
て
い
る
が
、
突
は

「
山
有
扶
蘇
」
の
詩
に
基
く
の
で
あ
り
、
対
句
を
な
す
次
の
第
八
句

と
同
じ
く
「
興
」
の
技
法
を
と
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
第
八
句
「
務
那
長
楚
」
の
解
釈
に
つ
き
、
次
に
検
討

を
加
え
た
い
。
こ
の
勾
は
、
檎
風
の
「
際
有
芸
林
光
」
に
、
「
際
有
芸

楚
、
狩
雛
其
枝
、
天
之
沃
沃
、
繁
子
之
無
知
」
(
第
二
き
と
い
う
の

を
典
拠
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
に
つ
い
て
も
、
残
念
な
こ
と
に

一
一
一
家
詩
の
遺
説
は
な
く
、
た
だ
毛
序
の
、
間
人
が
そ
の
君
の
淫
恋
を

疾
ん
で
情
慾
な
き
者
を
思
う
歌
と
す
る
説
の
み
が
あ
る
。
そ
し
て
、

毛
伝
は
「
興
也
、
一
長
楚
、
銚
て
也
、
務
灘
、
柔
頗
也
。
」
と
い
い
、
鄭

築
は
、
そ
れ
を
「
銚
て
之
性
、
始
生
正
藍
、
及
其
長
大
別
其
枝
裕
雛

而
柔
服
、
不
妄
一
一
時
蔓
草
木
、
興
者
、
職
人
少
而
端
葱
別
長
大
無
情
慾
。
」

と
敷
(
灯
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
陳
喬
殺
は
こ
の
詩
に
つ
い
て
の
魯
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詩
説
と
し
て
、
「
芸
一
楚
、
銚
吃
」
〈
「
釈
草
」
の
文
)
「
知
、
西
也
」
(
「
釈

…
詰
」
の
文
)
の
二
筋
条
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
毛
伝
・
鄭
婆
と

一
致
す
る
か
ら
、
こ
の
詩
に
関
し
て
も
魯
・
毛
二
家
詩
間
に
さ
し
た

る
解
釈
上
の
隔
た
り
が
な
か
っ
た
と
見
な
し
う
る
。
こ
れ
を
要
す
る

に
、
「
際
有
官
民
楚
」
の
詩
の
「
菜
楚
」
は
、
き
ま
じ
め
で
淫
ら
な
と

こ
ろ
の
な
い
人
を
象
徴
す
る
認
で
あ
り
、
玩
籍
の
「
狩
那
長
楚
」
の

勾
も
、
こ
の
よ
う
な
十
日
注
の
解
釈
に
従
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
トJ

の
検
討
に
よ
れ
ば
、
第
七
・
八
句
は
、
今
は
亡
き
す
ぐ
れ
た

高
潔
な
あ
る
人
を
時
鳴
す
る
表
現
と
見
な
し
て
よ
い
と
忠
わ
れ
る
。

作
者
が
か
つ
て
遭
っ
た
良
き
時
世
と
す
ぐ
れ
た
人
と
を
回
顧
す
る
の

が
、
問
頭
か
ら
第
八
句
ま
で
の
内
容
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
受

け
る
第
九
・
十
句
ぺ
革
路
亥
鳴
、
錦
織
振
湖
付
」
は
、
コ
一
付
経
い
の
い

か
な
る
筋
の
い
か
な
る
「
興
」
の
技
法
を
用
い
、
そ
し
て
い
か
な
る

怠
を
詠
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
次
に
検
討
し
た
い
。

ま
ず
、
第
九
句
の
「
草
滋
い
の
訟
の
胤
〈
拠
と
し
て
は
、
沼
南
の
「
草

品
い
と
小
殺
の
「
出
車
レ
の
こ
儲
加
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
草

品
い
の
詩
の
第
一
章
の
文
を
示
せ
ば
、
「
咳
唆
草
晶
、
経
理
阜
品
、

未
見
君
子
、
憂
心
付
付
、
亦
就
見
止
、
亦
既
綴
止
、
我
心
則
降
。
い
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
日
州
事
い
の
詩
の
第
五
章
の
文
は
、
「
喫

唆
事
訓
側
、
縫
怒
阜
議
、
未
見
君
子
、
憂
心
付
付
、
既
見
君
子
、
我
心

期
降
、
赫
赫
雨
的
行
、
薄
伐
関
説
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
篇

の
文
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
五
句
に
わ
た
っ
て
同
じ
文

を
重
ね
て
お
り
、
き
わ
め
て
類
似
す
る
表
現
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
こ
と
は
、
氏
詩
の
「
草
悲
哀
鳴
」
の
匂
の
典
拠
を
、
「
草

議
」
・
「
出
事
」
二
篇
の
い
ず
れ
に
求
め
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
読
者
に
あ
る
時
帰
路
を
も
た
ら
す
効
果
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
こ
こ
で
「
出
事
」
の
第
六
章
の
文
に
、
「
春
日
選
濯
、
井
木
萎

萎
、
倉
庚
惜
噌
、
采
繋
郡
部
。
」
と
あ
り
、
既
詩
の
「
録
勝
振
羽
」
の

勾
に
繋
が
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
注
意
し
た
い
。
次
に
各
家
の
詩

説
に
つ
き
検
討
し
よ
う
。
「
草
掻
」
の
詩
に
つ
い
て
、
毛
序
の
説
は
、

大
夫
の
妻
の
よ
く
礼
を
守
り
、
委
と
し
て
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

戒
め
る
歌
と
す
る
。
毛
伝
は
、
「
喫
喫
革
品
、
題
経
由
恥
議
」
の
勾
に

つ
L
O
d

、
「
興
也
、
:
:
:
郷
大
夫
之
妻
、
待
織
田
行
、
随
従
君
子
。
」
と

説
く
。
ま
た
、
鄭
婆
の
解
釈
は
、
「
草
蕗
鳴
、
卒
識
経
市
従
之
、
異
種

間
類
、
猶
男
女
嘉
時
、
以
蔵
相
求
呼
よ
と
い
う
。
要
す
る
に
、
毛

序
・
毛
伝
・
鄭
婆
の
古
文
家
の
解
釈
は
、
こ
の
二
句
を
、
男
女
の
嘉

会
に
も
札
を
忘
れ
ぬ
こ
と
を
象
徴
す
る
「
興
」
の
表
現
と
捉
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
陳
喬
桜
が
魯
詩
説
と
し
て
挙
げ
る
劉
向

の
号
制
苑
h

君
道
篇
の
文
、
そ
れ
は
魯
の
京
公
に
対
え
た
孔
子
の
こ

と
ば
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

山
川
戸
惑
道
不
能
甚
、

mm
好
善
滋
亦
不
能
謀
、
好
救
一
凶
作
泌
不
能
謀
、
則
十
日

姓
之
親
之
也
、
亦
不
能
謀
、
未
見
君
子
、
憂
心
媛
僚
、
赤
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銃
見
止
、
亦
z
既
樹
氏
、
我
心
期
説
、
詩
人
之
好
品
書
道
之
甚
也
、
如

此
、
京
公
臼
、
諮
問
哉
、
一
品
同
開
設
子
成
人
之
美
、
不
成
人
之
窓
、
微

孔
子
、
脊
一
お
能
間
期
一
一
同
意
哉
。

際
喬
椴
は
、
右
の

2
m仰
い
の
文
に
拠
り
、
「
魯
詩
い
の
説
と
「
毛

」
の
説
と
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
史
江
氏
伝
』
裏
公
二

十
七
年
に
、
晋
の
越
設
(
武
)
の
請
い
に
応
じ
、
鄭
の
子
展
(
八
ム
孫

合
之
〉
が
「
革
政
側
」
を
賦
し
た
と
き
、
越
孟
が
「
民
之
主
也
、
抑
武

也
不
足
以
滋
之
よ
と
い
い
、
後
に
ま
た
「
子
展
其
後
亡
者
也
、
在
上

不
忠
降
O
L

と
評
し
た
こ
と
を
と
り
上
げ
、
号
制
苑
b

の
君
子
は
諮
問
道

を
好
む
と
す
る
説
と
意
旨
の
相
い
合
致
す
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
寸
前
十
議
」
の
詩
義
を
、
君
子
の
普
道
を
好
み
怒
道

を
恕
む
に
あ
る
と
す
る
魯
詩
説
は
、
伝
詩
の
「
草
議
哀
鳴
」
の
典
拠

と
し
て
、
最
も
相
応
し
い
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
草

識
」
が
な
に
ゆ
え
に
「
京
鳴
」
す
る
か
と
い
え
ば
、
「
未
見
君
子
、

愛
心
件
付
」
の
ゆ
え
に
で
あ
り
、
そ
の
君
子
と
は
、
普
を
善
と
し
惑

を
怒
と
す
る
人
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
解
釈
は
、
「
出

車
」
の
詩
に
対
す
る
諸
説
が
、
帰
還
し
た
将
帥
を
慰
労
す
る
歌
(
毛

序
)
、
将
帥
と
兵
い
や
と
で
は
戦
役
中
は
一
心
肉
体
で
何
事
も
同
じ
扱

い
で
あ
る
が
、
帰
還
し
て
慰
労
す
る
と
き
は
尊
専
の
加
を
設
け
る
こ

と
を
い
う
歌
ハ
郵
袋
)
、
周
の
宜
主
が
戎
狭
征
伐
の
突
を
挙
げ
た
功
を

美
す
る
歌
旬
奴
伝
!
斉
詩
説
)
、
そ
し
て
、
周
の
宣
玉
が

南
仲
古
甫
に
猿
殺
を
援
い
、
亦
虫
剤
を
威
圧
す
る
こ
と
を
命
じ
、

が
凱
旋
し
て
祝
安
を
も
っ
た
こ
と
を
い
う
歌
(
茶
磁
の
「
難
w

伐
鮮
卑
議
文
」

i

魯
詩
説
、
ま
た
、
郵
袋
一
)
な
ど
と
す
る
の
と
比
較

し
て
、
民
詩
の
典
拠
と
す
る
に
よ
り
相
応
し
い
で
あ
ろ
う
。

結
論
的
に
い
う
な
ら
ば
、
玩
籍
は
、
「
草
品
」
の
詩
を
血
ハ
拠
と
し
、

「
未
見
君
子
、
夜
一
心
付
仲
」
の
意
を
「
草
識
友
鳴
」
の
匂
に
象
徴
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
「
出
事
」
の
詩
は
、
作
者
が
真
の
典
拠
を
癒
す
た

め
の
カ
今
ラ
ー
ジ
ュ
、
い
わ
ば
擬
装
典
拠
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
次
に
第
十
句
の
検
討
に
入
ろ
う
。

第
十
匂
「
鋳
熔
振
羽
」
と
類
似
す
る
勾
を
も
っ
コ
一
夜
宮
の
詩
を

求
め
る
な
ら
ば
、
す
で
に
挙
、
げ
た
「
出
事
」
の
詩
の
「
倉
成
階
階
、

采
繋
那
郡
」
と
い
う
句
、
陶
風
の
「
七
月
」
の
詩
の
第
二
章
に
「
春

日
裁
問
腕
、
有
鳴
倉
氏
」
と
い
う
句
、
そ
し
て
、
同
じ
く
幽
風
の
「
東

山
」
の
詩
の
第
四
章
の
「
倉
庚
子
飛
、
摺
耀
其
羽
」
の
勾
の
三
詩
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
中
で
表
現
の
類
似
と
い
う
点
か
ら
見
て
、

「
東
山
」
の
詩
が
典
拠
と
し
て
最
も
相
応
し
い
と
判
断
さ
れ
る
。
「
東

山
」
の
第
閉
章
の
文
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

我
復
東
山
、
倍
治
不
婦
、
我
来
自
東
、
零
一
雨
其
濠
、
倉
皮
子
飛
、

熔
燦
其
弱
、
之
子
子
館
、
皇
駁
其
潟
、
親
結
其
縞
、
九
十
其
儀
、

其
新
孔
嘉
、
其
蕎
如
之
向
。

「
東
山
」
の
詩
に
つ
い
て
、
毛
序
と
鄭
築
と
の
間
に
は
多
少
の

( 21 ) 



兵
こ
そ
あ
れ
、
周
公
が
肢
の
選
民
と
こ
れ
を
治
め
る
武
庚
、
管
叔
・

袈
叔
等
の
い
わ
ゆ
る
三
監
を
諒
滅
ま
た
は
放
逐
し
、
ま
た
准
一
決
の
叛

乱
を
討
伐
し
、
凱
旋
す
る
こ
と
を
詠
っ
た
歌
と
す
る
大
筋
に
お
い
て

は
向
じ
で
あ
る
。
内
易
林
h

の
文
に
逸
さ
れ
た
斉
詩
説
を
陳
喬
椴
は

挙
げ
て
い
る
が
、
断
片
的
な
文
で
精
確
な
ん
誌
は
測
り
え
な
い
が
、
乱

を
認
う
と
か
、
家
間
の
婦
が
役
に
あ
る
夫
を
思
う
と
か
の
こ
と
ば
か

ら
す
る
と
、
お
そ
ら
く
こ
の
斉
詩
説
も
毛
序
・
鄭
築
の
解
釈
と
同
じ

線
上
に
あ
る
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
韓
・
魯
二
家
の
説
の

遺
存
し
な
い
の
も
、
「
東
山
い
の
詩
に
つ
い
て
は
そ
の
伝
承
に
差
異
が

な
か
っ
た
こ
と
を
、
か
え
っ
て
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
第
四
家
の
「
倉
皮
子
飛
、
開
州
間
航
其
溺
」
の
句
に
つ
い

て
の
郷
築
を
見
る
こ
と
と
し
よ
う
。

念
日
決
仲
春
市
鳴
、
嫁
取
之
候
也
、
熔
mm其
初
、
初
鮮
明
也
、
蹄
士

始
行
之
時
、
一
新
合
得
雄
、
今
選
、
故
秘
序
其
情
、
以
梁
之
。

す
な
わ
ち
、
遠
征
に
発
つ
時
、
新
妻
を
残
し
て
行
っ
た
兵
士
が
帰

還
に
際
し
て
婆
と
会
え
る
夜
間
び
を
詠
う
句
で
あ
る
と
、
鄭
築
は
い

う
。
羽
を
鮮
明
に
輝
や
か
し
飛
び
立
つ
倉
成
は
、
凱
旋
す
る
兵
士
の

喜
び
の
感
情
を
象
徴
す
る
表
現
で
あ
る
。
坑
詩
の
「
態
的
問
振
羽
」
が

「
東
山
い
の
詩
の
こ
の
こ
句
に
拠
る
も
の
と
す
れ
ば
、
当
然
そ
の
勾

も
ま
た
凱
旋
す
る
兵
士
の
喜
び
を
象
徴
す
る
表
現
と
し
な
け
れ
ば
な

る
ま
い
。

こ
こ
に
至
っ
て
漸
く
私
た
ち
は
、
「
草
最
哀
鳴
、
銀
総
間
援
葱
」
の

二
句
の
「
輿
」
の
所
在
を
解
く
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
一
方
は
、
失
わ
れ
た
よ
き
時
世
と
す
ぐ
れ
た
人
を
回
顧
し
て

哀
し
む
作
者
の
姿
、
そ
し
て
他
方
、
凱
旋
し
た
兵
士
ら
の
喜
び
の
姿

が
詠
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
そ
の
戦
勝
に
対
す
る
作
者
の
深
い
怨

債
の
目
差
し
の
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
私
は
感
じ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
怨
横
の
感
情
を
懐
き
つ
つ
時
世
を
哀
し
み
、
患
い
を

募
ら
ぜ
、
明
る
さ
を
肴
求
し
て
展
望
を
試
み
る
こ
と
を
い
う
の
が
、

次
の
「
感
時
輿
忠
、
金
首
延
行
」
の
二
句
で
あ
る
。
し
か
し
、
配
籍

が
そ
こ
に
見
た
も
の
は
、
「
於
赫
時
朝
、
伊
衡
作
輔
」
と
こ
と
ば
で
は

賛
美
し
て
み
せ
る
も
の
の
、
そ
の
突
は
、
司
馬
氏
の
権
勢
の
下
で
気

息
奄
奄
た
る
末
期
の
時
室
と
築
奪
者
司
馬
氏
と
の
姿
で
あ
っ
た
。
作

者
は
、
「
才
非
允
文
、
器
非
経
武
」
と
謙
遜
を
装
い
っ
て
司
馬
氏

へ
の
加
担
を
避
け
、
末
尾
間
勾
に
表
明
す
る
ご
と
く
、
隠
遜
へ
の
遂

を
志
向
し
て
こ
の
詩
を
終
え
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
穿
撃
に
陥
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
第
十
匂
の
「
輿
」
の
所

夜
か
ら
推
測
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
時
示
さ
れ
て
い
る
凱
旋
の
事
が

ら
は
、
甘
露
一
…
…
年
(
一
一
五
八
〉
二
月
に
鎮
圧
さ
れ
た
、
准
南
に
拠
る
諸

蕊
誕
の
叛
乱
の
際
の
も
の
か
と
、
私
は
思
う
。
円
背
番
b

に
よ
れ
ば
、

京
都
へ
の
湾
馬
昭
の
凱
旋
は
そ
の
年
の
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い

(絞
6
〉。

〉
勺
ノ
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一一一

こ
の
項
で
は
、
四
一
一
一
一
口
一
を
と
り
上
げ
、
検
討
を
加

え
た
い
と
思
う
。
友
に
そ
の
文
を
掲
げ
る
。

清

風

粛

粛

清

風

粛

粛

た

り

術

夜

漫

漫

符

夜

漫

漫

た

り

物
歌
傷
際
的
明
敬
し
て
は
懐
ひ
か
}
傷
ま
し
め

し

さ

猫
媒
終
一
一
一
一
日
独
り
媒
ね
て
は
嬉
め
て
一
一
一
口
ふ

き

か

づ

き

む

ね

う

臨
鯵
約
騎
鯵
に
臨
ん
で
は
腐
を
約
ち

針
食
誌
餐
食
に
対
し
て
は
餐
を
忘
る

わ
す
れ
ぐ
さ

世
に
変
革
無
し

我
を
し
て
哀
歎
せ
し
む

鳴
く
鳥
す
ら
友
を
求
む
と
い
ふ

あ

や

ま

そ

し

「
谷
風
」
の
う
た
は
悠
ち
を
料
る

重
華
(
舜
)
設
賎
し

帝
は
(
八
)
凱
と
(
八
)
元
と
に
命
ぜ
り

飽
子
は
葦
を
傾
け

た
す

仲
父
は
粧
を
佐
け
り

河
浜
に
虞
ハ
舜
)
を
嵯
く

の，そ

敢
へ
て
顔
(
回
)
を
希
ま
ざ
ら
ん
や

志
は
明
鏡
に
存
しあ

ら

弾
冠
を
慕
ふ
に
匪
ず

ザロ
h
v
士
主
紗
仇

メ
~
4
4
J
I
草刈

鳴
鳥
求
友

、ト1•. 

，ι目礼
町
可

J
け
げ
け
J
V
9
γ
J

、ρ

全
声
京
特
引
い

一
常
命
凱
元

飽
子
傾
護

仲
父
佐
粧

河
、
演
暖
縫

敢
不
希
顔
、

志
存
関
規

庭
慕
弾
冠

我

心

伊

何

我

が

心

伊

れ

何

ぞ

J

こ
と

其
芳
若
隣
其
の
芳
し
き
こ
と
蘭
の
若
し

大
上
氏
の
「
私
議
」
の
評
を
、
ふ
た
た
び
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
こ

う
。
氏
は
次
の
ご
と
く
い
わ
れ
る
。

「
其
一
一
一
の
詩
は
、
絡
さ
が
全
篇
を
お
お
い
、
重
苦
し
い
。
こ
こ
で

も
玩
籍
の
立
場
は
微
妙
で
あ
る
。
冒
頭
か
ら
続
く
憂
思
は
、
孤
絶
の

故
で
あ
る
。
表
部
的
に
は
時
代
は
あ
た
か
も
舜
が
才
能
あ
る
人
士
を

登
庸
し
た
よ
き
時
代
か
の
よ
う
に
言
い
な
が
ら
、
そ
れ
で
い
て
、
既

籍
自
身
は
孤
高
を
守
り
身
を
遠
ざ
け
る
こ
と
を
表
明
す
る
。
人
間
不

信
と
悪
の
は
び
こ
る
時
世
に
生
き
る
苦
し
み
と
悲
し
み
と
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
詩
で
あ
る
。
L

大
上
氏
の
評
は
、
作
者
が
表
出
し
よ
う
と
し
た
そ
の
微
妙
な
立
場

と
苦
渋
に
満
ち
た
感
懐
と
を
、
的
確
に
い
い
当
て
て
い
る
と
思
う
。

そ
こ
で
私
と
し
て
は
、
大
上
氏
が
そ
の
「
私
築
」
で
言
及
さ
れ
な
か

っ
た
一
点
に
つ
き
、
私
見
を
述
べ
た
い
。

そ
れ
は
、
詩
の
第
九
・
十
句
「
鳴
烏
求
友
、
谷
風
刺
慾
」
と
「
魯
詩
」

の
遺
説
と
が
、
は
た
し
て
適
合
す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
検
討
に
入
る
訴
に
、
大
上
氏
の
「
町
一
詠
懐
』
其
一
と

も
通
底
す
る
熱
く
と
ぐ
ろ
ま
く
憂
思
を
歌
う
」
と
-
評
さ
れ
る
、
冒
頭

か
ら
第
八
句
ま
で
の
内
容
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

こ
の
八
匂
は
、
秋
夜
憂
回
心
す
る
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
が
、
憂
思
す

( 23 ) 



る
理
由
は
、
作
者
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
て
い
る
。
隠
さ
れ
て
い
る
憂
患

の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
典
拠
と
す
る
コ
一
付
経
』
の
詩
篇
の
中
に
、
ぼ

ん
や
り
と
で
は
あ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
る
、
と
私
は
推
測
す
る
。

た
と
え
ば
、
「
噺
歌
傷
懐
」
の
勾
は
、
小
雅
の
「
自
華
」
の
第
三

議
「
繍
歌
傷

J

候
、
念
彼
頚
人
」
を
用
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
推
論

す
れ
ば
、
作
者
が
繍
歌
傷
懐
す
る
の
は
、
彼
の
碩
人
を
念
う
が
た
め

に
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
研
人
か
ら
連
想
し
た
詩
が
衛
風
の

「
考
繋
い
の
第
一
章
「
考
繋
在
洞
、
碩
人
之
寛
、
溺
探
搭
一
言
、
永
矢

弗
一
設
」
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
「
溺
媒
籍
一
宮
」
の
匂
が
借
用
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
二
勾
は
、
作
者
に
よ
っ
て
碩
人
と
窓

議
さ
れ
る
よ
う
な
誰
か
を
追
懐
悲
哀
す
る
こ
と
を
詠
う
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
人
は
、
作
者
の
友
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
考
え

る
理
由
は
、
務
笛
に
友
人
を
碩
人
と
美
称
す
る
詩
句
の
例
(
斌
斌
碩

入
、
飴
我
以
文
足
併
ト
一
克
樹
詩
」
)
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

き
て
、
次
の
第
五
・
六
匂
は
い
か
な
る
こ
と
を
詠
う
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
「
臨
鱗
的
解
い
の
勾
は
円
詩
経
h

を
雌
ハ
拠
と
は
し
な
い
。
こ

の
勾
に
一
部
さ
れ
て
い
る
執
助
に
つ
き
ま
と
う
憂
忠
の
理
由
は
、
む
し

ろ
五
言
「
詠
懐
詩
」
京
一
一
一
十
四
の
「
臨
鯵
多
亥
祭
、
思
我
故
時
人
、

州
内
部
不
能
言
、
接
恰
懐
酸
辛
、
:
:
:
愁
苦
在
一
時
、
高
行
傷
微
身
、
出

産
何
所
潟
、
龍
蛇
掛
川
我
憐
。
」
と
詠
う
中
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
な

す
な
わ
ち
、
第
五
句
は
、
高
き
行
い
の
た
め
に
身
を
傷
っ
た
か
つ
て

の
友
へ
の
亥
歎
を
詠
う
、
と
私
は
思
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
続

く
第
六
匂
の
こ
と
ば
の
底
に
隠
さ
れ
て
い
る
も
の
は
何
か
。
私
見
に

よ
れ
ば
、
も
し
も
「
釘
食
忘
餐
」
の
勾
が
、
鄭
風
の
「
校
一
室
」
の
第
一

章
「
彼
校
一
室
今
、
不
興
我
一
一
一
一
口
今
、
綾
子
之
故
、
使
我
不
能
餐
今
」
に

拠
る
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
貌
朝
の
天
子
ま
た
は
大
臣
の
誰
か
を

指
す
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
根
拠
を
示
す
な
ら
ば
、
毛
序

に
こ
の
詩
は
、
昭
公
姫
忽
が
賢
人
を
遠
ざ
け
、
た
め
に
権
回
が
勝
手

に
政
治
を
動
か
し
た
こ
と
を
刺
っ
た
歌
と
い
い
、
鄭
袋
、
毛
伝
も
殺

意
は
昭
公
を
指
す
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
毛
伝
の
「
昭
公
有
舵

絞
之
志
レ
と
い
う
点
に
つ
き
、
法
の
胡
承
玖
〈
一
七
七
六
i
一八一一一二〉

は
、
「
社
狭
」
と
は
「
雄
武
」
と
い
う
に
向
じ
く
、
昭
公
が
政
治
的

情
熱
に
富
む
こ
と
を
毛
伝
は
い
う
の
で
あ
っ
て
、
現
に
侍
る
意
に
と

(法
7

〉

る
の
は
誤
り
だ
、
と
論
じ
て
い
る
。
第
八
・
九
勾
「
世
無
弦
革
、
令

我
亥
歎
」
は
、
街
風
の
「
伯
令
」
の
第
四
章
「
荒
得
援
革
、
一
守
口
樹
之

背
、
顕
一
一
一
口
忠
伯
、
使
我
心
癒
」
と
い
う
、
そ
の
「
譲
葉
」
の
認
と
意

旨
と
を
借
り
、
念
う
人
へ
の
亥
歎
の
情
を
訴
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
冒
頭
か
ら
第
八
勾
ま
で
に
詠
わ
れ
て
い
る
装
忠
の
理

由
は
、
権
ぽ
司
馬
氏
に
よ
る
貌
朝
築
奪
の
渦
中
に
呑
み
こ
ま
れ
殺
さ

れ
て
い
っ
た
友
へ
の
追
想
、
そ
し
て
あ
る
い
は
天
子
に
ま
つ
わ
る
こ

と
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
踏
い
追
想
に
あ
る
、
と
私
は
思
う
。
そ
れ

で
は
、
か
か
る
文
脈
に
お
い
て
第
九
・
十
句
と
「
魯
詩
」
の
遺
説
と
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の
関
わ
り
は
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
そ
れ
を
検
討
し
よ
う
。

小
雅
の
「
伐
木
」
の
第
一
家
の
文
を
左
に
掲
げ
る
。

伐
木
了
了
、
鳥
鳩
棋
倒
山
、
出
自
糊
谷
、
選
一
ナ
諮
木
、
側
広
其
，
鳴
失
、

求
其
友
襲
、
相
彼
鳥
突
、
猶
求
友
務
、
矧
伊
人
会
、
不
求
友
生
、

紳
之
総
之
、
移
和
旦
瓜
1
0

ま
た
、
向
じ
く
小
雅
の
「
谷
風
」
の
第
一
章
の
文
は
、
在
の
ご
と

く
で
あ
る
o

mm
習
谷
風
、
維
風
及
師
、
将
恐
賂
催
、
級
予
凱
ハ
女
、
将
安
終
楽
、

女
将
棄
予
。

氏
詩
の
「
的
対
烏
求
友
」
の
匂
は
、
「
伐
木
」
の
詩
を
肱
ハ
拠
と
し
、

ま
た
、
「
谷
風
刺
惣
い
の
勾
は
、
つ
谷
風
い
の
詩
を
地
〈
拠
と
す
る
。
た

だ
し
こ
の
二
句
は
、
後
者
が
「
谷
風
」
の
う
た
は
悠
を
刺
る
と
い
う

意
で
あ
る
こ
と
に
明
ら
か
な
ご
と
く
、
本
来
、
『
詩
経
』
の
篇
名
を

挙
げ
そ
の
一
篇
の
意
を
い
う
か
た
ち
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
、
が
っ
て

第
九
旬
は
、
本
来
、
「
伐
木
求
友
」
の
文
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、

対
勾
を
構
成
す
る
た
め
の
配
慮
か
ら
「
鳴
鳥
求
友
」
と
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
銭
意
が
関
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
次
に
「
魯
詩
」

の
遺
説
か
ら
見
て
ゆ
く
こ
と
と
し
よ
う
。

ま
ず
、
「
伐
木
い
・
「
谷
風
」
の
魯
詩
説
と
し
て
陳
喬
棋
の

察
官
邸
の
「
正
交
論
い
の
文
を
見
る
こ
と
と
し
よ
う
。

げ
る

(
是
以
)
古
之
交
者
、
其
義
敦
以
正
、
其
警
倍
以
問
問
。
逮
一
全
期
徳

川
」
校
、
煩
弾
銃
媛
、
伐
木
有
鳥
鳴
之
刺
、
谷
風
有
楽
予
之
怨
、
竹
内

所
出
来
、
政
之
絞
也
。
自
此
巳
降
、
強
以
佼
濯
、
或
闘
其
始
終
、

或
穏
其
比
例
川
。
(
後
漢
書
・
朱
穆
伝
注
引
)

後
漢
書
』
朱
穆
伝
に
よ
れ
ば
、
茶
話
は
朱
穆
の
「
絶
交
論
」
の
主

旨
を
正
し
く
世
人
に
広
め
る
た
め
「
正
交
論
」
、
た
の
だ
と
い

(
〉

〉
勺
ノ

さ
て
、
こ
の
文
に
見
え
る
茶
盆
の
説
は
、
府
の
徳
政
が
衰
微
す
る

に
つ
れ
、
太
平
を
寿
ぐ
歌
戸
が
止
み
、
代
わ
っ
て
友
情
や
信
頼
を
捨

て
て
顧
な
い
世
態
人
様
を
刺
，
議
し
怨
歎
す
る
「
伐
木
」
や
「
谷
風
」

の
歌
が
起
こ
っ
た
、
そ
し
て
、
こ
れ
は
す
べ
て
政
治
の
道
徳
的
欠
陥

に
由
来
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
魯
詩
説
で
は
、

「
伐
木
」
を
か
つ
て
の
友
情
を
顧
な
い
出
批
し
た
者
に
対
す
る
刺
識

の
歌
、
ま
た
、
「
谷
風
」
を
か
つ
て
苦
労
を
共
に
し
た
こ
と
を
忘
れ

安
楽
を
ひ
と
り
占
め
す
る
者
に
対
す
る
棄
て
ら
れ
た
仲
間
の
怨
み
の

歌
と
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
朱
穆
に
は
「
崇
厚
論
」
と
い
う

文
章
が
あ
り
、
本
伝
に
載
せ
る
が
、
そ
れ
に
も
「
斯
葦
谷
風
有
楽
予

之
歎
、
伐
木
有
烏
鳴
之
悲
余
。
」
と
い
う
。
朱
穆
も
「
魯
詩
」
を
学
ぶ

人
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
魯
詩
」
に
お
い
て
は
、
「
伐

木
」
と
「
谷
風
」
と
を
人
間
不
信
の
世
相
を
刺
議
怨
歎
す
る
一
対
の

歌
と
し
て
考
え
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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「
谷
風
い
に
対
す
る
魯
詩
説
の
例
を
一
っ
つ
け
加
え
よ
う
。
そ
れ

は
、
後
漢
の
王
符
吋
滋
夫
論
b

の
交
際
篇
の
一
節
で
あ
る
。

夫
以
詠
一
政
一
之
践
、
伏
於
下
流
、
市
部
一
一
日
忠
之
索
、
此
谷
風
所
第
内

経
傷
、
市
介
推
所
以
赴
深
山
也
。

か
つ
て
親
交
の
あ
っ
た
者
で
も
、
長
賎
の
階
級
を
異
に
し
て
し
ま
え

ば
、
賎
者
は
疎
隔
さ
れ
忘
れ
ら
れ
る
、
そ
の
践
者
の
悲
傷
の
情
を
詠

う
の
が
「
谷
風
」
の
歌
だ
と
、
右
の
文
は
い
う
。
茶
・
朱
の
文
に
見

え
た
「
谷
風
い
に
対
す
る
解
釈
と
ひ
と
し
い
と
す
る
こ
と
が
で
き

る。
こ
う
し
て
、
魯
詩
説
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
、
次
に
「
伐
木
」
・

ヌ
台
風
」
の
詩
に
つ
い
て
の
韓
・
斉
・
毛
の
各
家
、
及
び
鄭
築
の
叫
引

を
、
簡
単
に
見
る
こ
と
と
し
よ
う
。

際
喬
械
が
「
伐
木
い
の
韓
詩
遺
説
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
吋
LX
選一

巻
二
十
二
謝
混
「
激
的
地
詩
い
の
李
注
に
引
く
、
…
}
韓
詩
日
、
伐
木

媛
、
附
加
友
之
遊
紙
、
務
者
歌
其
卒
、
詩
人
伐
木
、
自
苦
其
事
、
故
以

筋
文
レ
の
文
、
同
じ
く
巻
十
六
潜
岳
「
問
問
問
的
賦
」
の
序
の
李
注
に
引

く
、
「
斡
詩
序
回
、
以
労
者
歌
共
事
い
の
文
、
そ
し
て
、
吋
初
学
記
b

巻

十
五
、
及
び
内
太
平
御
覧
h

巻
五
百
七
十
一
一
一
に
引
く
、
「
韓
詩
問
、

機
者
歌
食
、
務
者
歌
事
」
の
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
「
韓
詩
」

の
序
の
文
で
あ
ろ
う
が
、
王
先
謙
の
指
摘
す
る
ご
と
く
断
片
的
に
過

ぎ
、
一
貫
し
た
意
味
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
、
「
韓
詩
」
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
貌
の
曹
植
(
一
九
一

一
一
一
二
〉
の
「
求
通
親
毅
表
」
に
、
一

i

谷
風
」
と
と
も
に
「
伐
木
」
の
詩

を
引
く
一
節
が
あ
り
、
韓
詩
説
を
窺
う
上
で
補
益
す
る
と
こ
ろ
が
あ

ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
検
討
を
加
え
た
い
。

遠
慕
鹿
鳴
君
臣
之
宴
、
中
一
詠
栄
様
匪
佑
之
誠
、
下
忠
伐
木
友
生
之

義
、
移
懐
萎
義
問
極
之
表
。
(
略
〉
籍
不
願
於
翠
代
使
有
不
蒙
施

之
物
、
有
不
蒙
施
之
物
、
必
有
惨
毒
之
懐
、
故
粕
舟
有
天
只
之
怒
、

谷
風
棄
予
之
歎
。

前
述
の
「
朋
友
之
道
絞
、
葬
者
歌
其
事
」
と
い
う
「
韓
詩
」
の
序
の

文
と
、
こ
こ
に
「
下
忠
伐
木
友
生
之
義
」
と
あ
る
の
を
併
せ
考
え
る

な
ら
ば
、
「
伐
木
」
の
韓
詩
説
は
、
お
そ
ら
く
卑
賎
の
者
か
ら
高
位

の
者
に
対
し
、
友
誼
を
忘
れ
ず
友
と
し
て
の
信
義
を
守
る
こ
と
を
訴

え
る
主
回
目
の
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
韓
詩
説

は
魯
詩
説
に
近
い
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

卑
賎
の
者
が
高
伎
の
者
に
向
け
て
刺
議
す
る
散
と
す
る
魯
・
斡
二

家
の
詩
説
に
対
し
、
「
伐
木
」
を
為
政
者
の
歌
と
す
る
の
が
、
「
斉
詩
レ

及
び
毛
序
・
毛
伝
・
鄭
築
の
解
釈
の
方
向
の
ご
と
く
見
受
け
ら
れ

る。
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陳
喬
椴
に
よ
れ
ば
、
す
仰
い
杯
恥
に
「
君
明
夜
賢
、
鳴
求

其
友
、
新
徳
之
政
、
可
以
履
事
」
と
あ
る
の
が
斉
詩
説
で
あ
る
が
、

こ
の
文
か
ら
す
れ
ば
「
伐
木
」
は
、

mm
君
が
賢
区
を
求
め
る
こ
と
を



い
う
歌
と
な
ろ
う
。

毛
序
は
「
伐
木
」
を
、

mm友
故
的
を
燕

の
ご
と
く
に
い
う
、

す
る
歌
と
し
、
次

未
有
不
須
友
以
成
者
、
親
親
以
陸
、
友
賢
不

不
法
故
務
、
則
氏
徳
綿
一
淳
一
会
。

為
政
者
が
自
ら
友
愛
の
道
を
突
践
し
、
賢
者
・
故
国
を
友
と
す
る
な

ら
ば
、
民
の
道
徳
も
質
知
人
に
向
か
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、

毛
伝
は
、
「
脚
質
其
鳴
失
、
求
其
友
蜂
」
の
句
に
つ
い
て
、
「
君
子
雄
選

於
高
位
、
不
可
以
忘
其
朋
友
」
と
説
き
、
鄭
築
は
こ
れ
を
「
脚
質
其
鳴

会
、
濯
ぃ
健
一
品
木
者
、
求
其
友
韓
、
求
其
向
在
深
谷
者
、
其
相
得
則
復

鳴
唆
唆
然
。
」
と
説
く
。
毛
伝
は
こ
の
詩
を
「
興
」
と
見
な
し
、
郵
築

は
「
賦
い
と
見
な
し
て
い
る
。
今
、
鄭
体
質
は
こ
の
詩
を
「
賦
」
の
技

法
に
よ
る
と
す
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
の
解
釈
の
大
要
を
い
え

ば
、
高
位
に
あ
る
者
が
か
つ
て
農
に
従
っ
て
い
た
頃
、
山
中
で
友
と

木
を
伐
る
労
苦
を
共
に
し
、
互
い
に
徳
を
み
が
い
た
こ
と
を
想
い
、

今
そ
の
友
を
そ
の
志
に
沿
っ
て
受
用
し
、
功
を
分
け
合
お
う
と
す
る

歌
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

最
後
に
、
「
谷
風
」
に
つ
い
て
の
毛
序
・
毛
伝
・
鄭
築
の
説
を
検

討
し
よ
う
。
な
お
、
斉
・
幹
二
家
の
遺
説
は
な
い
。
ま
た
、
魯
詩
説

に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

毛
序
は
「
谷
間
内
」
の
詩
を
、
隣
王
を
刺
る
歌
と
し
、
「
天
下
裕
簿
、

朋
友
道
絶
一
世
ど
と
い
う
。
幽
王
の
政
治
の
頚
廃
が
世
俗
の
軽
薄
を
招

き
、
友
誌
の
正
し
い
道
が
廃
絶
し
た
の
を
刺
る
歌
と
す
る
の
で
あ

る
。
毛
伝
は
、
こ
の
詩
を
「
駒
内
」
の
技
法
に
よ
る
も
の
と
し
、
風
雨

が
相
感
じ
合
う
ご
と
く
、
朋
友
も
相
待
つ
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そは

し

し
て
、
「
賂
安
絡
紫
、
女
将
棄
予
」
の
勾
に
つ
き
、
朋
友
が
利
に
趨

り
、
た
め
に
窮
す
る
者
と
栄
達
し
た
者
の
友
誌
が
放
棄
さ
れ
た
と
説

く
。
ま
た
、
鄭
婆
は
、
毛
伝
の
「
一
一
一
一
口
腕
友
趨
利
、
窮
漆
相
楽
」
と
い

う
こ
と
ば
を
、
「
朋
友
無
大
故
、
期
不
相
遺
棄
、
今
女
以
志
遠
市
安

楽
、
棄
忍
忘
葱
、
部
之
誌
一
」
と
敷
約
す
る
。
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い

限
り
友
を
棄
て
る
べ
き
で
は
な
い
の
に
、
今
汝
は
自
ら
の
栄
連
安
楽

に
思
い
あ
が
り
、
か
つ
て
の
怒
を
忘
れ
友
を
棄
て
る
と
は
、
何
と
軽

薄
な
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
鄭
築
の
意
で
あ
る
。
「
谷
風
」

に
対
す
る
毛
伝
・
鄭
築
の
解
釈
は
魯
詩
説
に
近
い
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
煩
喰
な
詩
説
の
検
討
を
試
み
て
き
た
が
、
玩
詩
の
「
鳴
烏

求
友
」
の
匂
に
最
も
適
合
す
る
「
伐
木
」
の
解
釈
は
、
魯
・
韓
の
詩

説
で
あ
ろ
う
。
政
治
の
道
徳
的
欠
臨
が
友
情
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
、

友
の
背
信
と
孤
独
に
苦
し
む
者
が
、
鳴
き
交
す
烏
を
見
て
人
の
世
の

あ
り
方
を
刺
っ
た
、
と
す
る
の
が
、
そ
れ
ら
の
説
で
あ
り
、
為
政
者

(
君
子
)
の
立
場
か
ら
友
情
の
重
要
さ
を
説
く
「
斉
詩
」
・
毛
序
・

毛
伝
及
び
鄭
築
の
説
よ
り
適
切
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
谷
風
刺
悠
」

の
匂
に
合
致
す
る
解
釈
は
、
ど
の
説
を
と
っ
て
も
よ
い
か
に
思
わ
れ
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る
。
強
い
て
難
の
あ
る
説
を
あ
げ
れ
ば
、
毛
序
の
「
幽
玉
、
を
刺
る

也
」
と
限
定
し
て
い
る
点
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
阪
詩
の
二
句

は
、
道
徳
の
額
廃
と
人
間
不
信
が
す
で
に
古
代
に
始
ま
る
こ
と
を
、

広
く
一
般
化
し
た
か
た
ち
で
い
う
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

右
の
考
察
に
よ
っ
て
も
、
魯
詩
説
は
諸
家
の
説
の
中
で
、
玩
詩
と

も
っ
と
も
無
理
な
く
迎
合
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
項
で
検
討
し

た
こ
と
が
ら
も
含
め
、
坑
籍
は
『
詩
経
治
問
、
を
「
魯
詩
」
に
よ
っ
て
用

い
て
い
る
、
と
断
定
し
て
よ
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

四

四

一

一

誌

の

詠

わ

れ

て

い

る

内

容

は

、

か

な

り

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
表
面
上
朝
廷
を
頒
歌
す
る
が
突
は
裏
に
皮

肉
の
意
を
こ
め
る
も
の
、
時
間
の
経
過
循
潔
の
速
や
か
な
こ
と
を
い

い
、
繁
華
の
久
し
か
ら
ぬ
こ
と
を
悲
し
む
も
の
、
人
命
の
短
促
を
い

う
も
の
、
世
態
人
情
に
つ
い
て
い
う
も
の
、
君
子
の
生
き
方
に
つ
い

て
い
う
も
の
、
自
己
の
生
き
方
・
隠
遁
へ
の
志
向
を
い
う
も
の
、
神

仙
の
否
定
を
述
べ
る
も
の
、
な
ど
を
数
え
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
そ
の
外
に
、
往
古
を
追
慕
傷
侠
す
る
こ
と
を
詠
う
も
の
が
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
往
古
を
追
慕
傷
懐
す
る
こ
と
を
詠
う
も
の
は
、
一
時
馬

氏
の
権
勢
の
下
で
生
き
る
作
者
に
と
っ
て
、
身
の
危
険
を
伴
う
こ
と

で
あ
っ
た
か
ら
、
勢
い
隠
微
な
表
現
を
と
ら
、
ざ
る
得
な
か
っ
た
。

の
…
治
勾
と
そ
の
の
技
法
を
借
り
る
方
法
が
、
こ
こ

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
他
の
詩
人
た
ち
も
用
い
る

方
法
で
は
あ
る
が
、
庇
籍
の
場
合
は
、
徹
底
し
て
わ
か
り
に
く
く
隠

徴
で
あ
る
。
典
拠
が
何
の
詩
篇
に
よ
る
か
さ
え
媛
味
に
し
よ
う
と
す

る
。
ま
た
、
典
拠
と
す
る
詩
篇
全
体
の
解
釈
を
取
り
こ
も
う
と
す

る。
私
が
こ
こ
で
試
み
た
考
察
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
玩
籍
の
『
詩

経
』
の
用
い
方
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

既
籍
の
学
ぶ
町
一
一
時
経
』
が
、
「
毛
詩
」
や
「
韓
詩
」
で
な
く
、
「
魯

詩
」
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
た
。
こ
の
検
証
は
ま
だ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で

な
い
が
、
「
魯
詩
」
を
庇
籍
が
学
ん
だ
と
す
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
断
定

し
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。
寅
節
は
四
一
一
呂
「
一
詠
懐
詩
」
其
七
の
註
で
斉

詩
説
を
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
見
当
外
れ
で
あ
ろ
う
。
今

後
は
「
魯
詩
」
の
遺
説
に
拠
っ
て
、
阪
籍
の
作
品
を
読
む
試
み
が
な

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

(註〕
(
1
〉
武
内
義
雄
著
円
忠
+
枇
…
京
読
書
記
l
清
朝
学
術
史
!
b
の
「
ご
一
五
道
.

威
以
後
の
学
〈
合
一
)
|
後
漢
よ
り
前
漠
へ
」
(
円
ヌ
ふ

角
川
番
山
〉
V
、
小
川
川
川
環
樹
著
吋

1

中中閥一諮鴇諮叩態穣挙一T
ぜ
研
究
b

の「第一二一部部一蕊昔早音悶韻史

考
説
」
の
コ
詩
終
伺
異
丹
文
の
一
昆
脅
叫
管
問
韻
的
特
一
質
質
」
〈
創
文
社
〔
東
洋
翠
叢
書
〕

昭
五
ニ
年
)
参
ω照mm
…

G

〈2
〉
「
玩
籍
の
忠
良
卒
賦
h

に
つ
い
て
」
(
「
日
本
中
関
謬
禽
報
」
第
一
一
一
十

六
集
昭
去
九
年
〉
参
照
。
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(

3

)

巻
四
に
「
伝
嗣
宗
詠
懐
詩
行
世
本
、
除
五
一
マ
一
回
八
十

首
、
朱
子
機
取
家
蹴
蕎
本
、
刊
子
存
除
堂
、
多
間
一
一
一
同
一
詠
懐
十
一
一
一
首
、
覧
者

勿
漫
税
一
之
よ
と
い
う
。
ま
た
、
町
一
詩
紀
宮
謬
』
に
は
、
「
玩
籍
掠
懐
四

一
一
一
一
閃
共
十
四
昔
、
江
陰
朱
子
備
本
向
有
之
、
今
詑
棚
去
何
也
。
」
と
い
う
。

な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
古
川
幸
次
郎
氏
の
「
既
籍
の
『
詠
一
際

詩
』
に
つ
い
て
」
〈
上
〉
の
「
こ
に
詳
し
い
。
「
中
関
文
事
報
」
第
五
冊

(
一
九
五
六
年
十
月
、
京
都
大
学
文
学
部
中
国
語
学
中
国
文
学
研
究
室
)

参
照
。

〈
4
〉
『
全
一
一
一
関
詩
b

巻
五
「
貌
玩
籍
一
称
懐
詩
一
一
一
首
」
に
「
余
歴
訪
海
上

蹴
寄
家
、
都
無
朱
子
像
本
、
今
所
存
四
一
…
一
局
詩
一
一
一
首
耳
。
」
と
い
う
。

〈
5
)
吋
加
賀
博
士
退
官
記
念
中
間
文
史
哲
事
論
集
』
(
加
賀
博
士
退
官
記

念
論
集
刊
行
会
昭
五
四
年
、
講
談
社
〉
所
収
。

(
6
〉
吋
諮
問
書
』
文
帝
紀
に
「
(
甘
露
一
一
一
年
)
笈
四
月
、
蹄
子
京
師
、
貌
一
帝
命

改
丘
一
政
日
武
丘
、
以
旋
武
功
よ
と
い
う
。

(
7
〉
内
毛
詩
後
婆
』
巻
七
に
「
此
俸
云
法
投
之
志
、
期
又
非
徒
形
貌
、
高

詑
日
究
云
批
波
多
力
之
士
、
是
批
絞
邸
ハ
雄
武
一
窓
略
問
、
昭
公
志
自
奮
部
所

問
問
問
者
非
其
入
、
故
枇
有
枇
校
之
志
南
関
子
事
機
、
的
給
路
及
柄
、
愈
使
人

思
其
故
雨
詮
之
、
受
不
能
食
怠
器
、
然
別
謂
毛
以
殺
一
室
目
昭
公
箆
惇
患

者
、
皆
不
注
十
日
人
之
文
義
者
也
。
」
と
あ
る
。

( 29 ) 


	0016
	0017
	0018
	0019
	0020
	0021
	0022
	0023
	0024
	0025
	0026
	0027
	0028
	0029
	0030

